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それを羅列 し,また,拡 大するところか ら新
しい絵画が生まれたのである。洛中洛外図に
おける旧町田家本から舟木本への変化は,絵
師みずか らが都の人びとを観察 して手に入れ
た視覚情報を惜 しげもなく画面に落とし込む
ようになった変化であった。京の町の変化は
言うまで もないが,そ れ以上に,注文主,絵
師および鑑賞者の関心の変化に起因する。当
然のことだが,舟 木本は 「写実的」ではあり
えない。多様な風俗に対する関心が,絵師に
画像の蓄積を促 し,それを羅列的に描 くこと
により風俗画が成立 した。つまり,初期の風
俗画にも,ここで見たような多様な事象の羅
列性,網 羅性が指摘でき,同時に,事象の描
き分けにともなう具体性も含まれていたので
ある。
一見相反するような 「モノ」の絵画化と風
俗画の成立というふたつの美術史的な出来事
の背後には,こ こで指摘 したような16世紀美
術の特質が存在 したことがわかる。その点で,
16世紀は,絵画史におけるひとつの転換点だ
ということが言えるのである。
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